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凡 例 

 

 本論文で資料を引用する際には原則として旧字体は新字体に直した。また、引用者によ

る注は〔〕（きっこう括弧）で表した。なお、『屋良朝苗日誌』については読みやすさを考

慮して、かな混じりの熟語は漢字に、一部の漢数字は算用数字にし、適宜句読点を補って

いる。 

 


